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（目的）
第1条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービこの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービらの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービによる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ生活に必要な金銭の管理等が困難なサービに必要な金銭の管理等が困難なサービな金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理等が困難なサービが困難なサービ困難なサービな金銭の管理等が困難なサービサービ
ス利用者（以下「利用者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め利用者（以下「利用者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めという）が困難なサービ所有する財産の管理について、必要な事項を定めする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理について、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ必要な金銭の管理等が困難なサービな金銭の管理等が困難なサービ事項を定めを定め定めめ
る日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（管理の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ申出）
第２条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産において金銭の管理等が困難なサービ等が困難なサービを定め管理する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービよう依頼があったときは、「財産が困難なサービあったときは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「財産の管理について、必要な事項を定め
管理委託契約書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め締結する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ他の物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保を定め預かる場合には、利用者に対し、「財産保かる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場合には、利用者に対し、「財産保には、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者に対し、「財産保し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「財産の管理について、必要な事項を定め保
全サービス預り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納サービス利用者（以下「利用者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め（以下「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めという）を定め発行し、金銭については「個人別出納し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービについては「個人別出納
台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービ以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保については「個人別預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに記録し、管理・保管する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理・保管する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービ出納管理は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から「代理権授与証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め徴し、その内容に基づし、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ内容に基づに基づづ
いて行し、金銭については「個人別出納う。
４　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から預かる場合には、利用者に対し、「財産保かった金銭の管理等が困難なサービは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金とは分別し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービすべて利用者名義の預貯金の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金
により証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納管理する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
５　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から預かる場合には、利用者に対し、「財産保かった金銭の管理等が困難なサービ以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産内の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金庫または金融機関の貸金庫で保または金融機関の貸金庫で保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ貸金庫または金融機関の貸金庫で保で保保
管する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
６　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から預かる場合には、利用者に対し、「財産保かった印鑑と預貯金通帳は、別々の場所に保管する。と預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金通帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ別々の場所に保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場所に保管する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（責任者）
第３条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ適正な管理のため、下記の責任者を置く。な金銭の管理等が困難なサービ管理の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービため、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ下記の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ責任者を定め置く。く。
(1)　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保管責任者（以下「保管責任者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めという）
(2)　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービ出納を定め管理する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者（以下「出納責任者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めという）

（金銭の管理等が困難なサービ出納手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ続）
第４条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金口座からの金銭出納に関する事務処理は、すべて「入金伝票」またはからの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービ出納に関の貸金庫で保する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ事務処理は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービすべて「入金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めまたは
「出金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めにより証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納行し、金銭については「個人別出納う。

（入金手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ続）
第５条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から入金の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ依頼があったときは、「財産が困難なサービあったときは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ他の物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ立会いのもとに、いの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービもとに、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
利用者から現金及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び「入金依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め受領し、「預り証」を利用者に交付する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め利用者に交付する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「入金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び金融機関の貸金庫で保所定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ入金票」またはを定め作成し、「入金依頼書」に現金し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「入金依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに現金
を定め添付する。して出納責任者に提出して、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ承認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。を定め受け、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金口座からの金銭出納に関する事務処理は、すべて「入金伝票」またはに入金する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「個人別出納台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに必要な金銭の管理等が困難なサービ事項を定めを定め記載し、「入金伝票」及び「入金し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「入金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び「入金
依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め保管する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
４　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ年金等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ口座からの金銭出納に関する事務処理は、すべて「入金伝票」または振込みによる入金があった場合は、その都度、「個人みによる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ入金が困難なサービあった場合には、利用者に対し、「財産保は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ都度、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「個人
別出納台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに記録し、管理・保管する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（出金手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ続）
第６条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者より証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納出金の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ依頼があったときは、「財産が困難なサービあったときは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から「出金依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め
受領し、「預り証」を利用者に交付する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「出金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び金融機関の貸金庫で保所定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出金票」またはを定め作成し、「入金依頼書」に現金し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「出金依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め添付する。
して出納責任者に提出する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「個人別出納台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに出金内容に基づを定め登録し、管理・保管する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保貯金通帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。より証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納
現金の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ引き出しを行う。き出しを定め行し、金銭については「個人別出納う。
４　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者に現金を定め渡す場合には、他の職員の立会いのもと、「受領証」に利用者の署す場合には、利用者に対し、「財産保には、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ他の物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ立会いのもとに、いの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービもと、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ署
名捺印を定め受けな金銭の管理等が困難なサービければな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。
５　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「出金伝票」または」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「出金依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め保管する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
６　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出金は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ原則として週２回とする。毎週月曜日及び木曜日までに依頼を受として週２回とする。毎週月曜日及び木曜日までに依頼を受とする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。毎週月曜日及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び木曜日まで保に依頼があったときは、「財産を定め受
け、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ月曜日まで保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ依頼があったときは、「財産については木曜日、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ木曜日の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ依頼があったときは、「財産については月曜日に現金を定め引き出しを行う。き
渡す場合には、他の職員の立会いのもと、「受領証」に利用者の署すもの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービとする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ返還）



第７条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者より証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金銭の管理等が困難なサービ以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保（以下「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めという）の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ返還の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ依頼があったときは、「財産
が困難なサービあったときは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から「返還依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め受領し、「預り証」を利用者に交付する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保管責任者に提出する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保管責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「返還依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに基づづき、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者に返還する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保を定め金庫または金融機関の貸金庫で保等が困難なサービから出
庫または金融機関の貸金庫で保し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「個人別預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めから抹消する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者に預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保を定め返還する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場合には、利用者に対し、「財産保、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ他の物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ立会いのもとに、いの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービもと、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者から「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め
の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ返還を定め受ける日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービとともに、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ署名捺印を定め受けな金銭の管理等が困難なサービければな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。
４　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保管責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「返還依頼があったときは、「財産書」を締結する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め保管、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。簿の照合）の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ照合には、利用者に対し、「財産保）
第８条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納管理責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ毎月末日まで保に、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ入出金伝票」またはと「個人別出納台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め照合には、利用者に対し、「財産保、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
点検し、その結果を翌月１０日までに施設長に報告する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ結する。果を翌月１０日までに施設長に報告する。を定め翌月１０日まで保に施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産長に報告する。に報告する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ毎月末日まで保に、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めと「個人別預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めを定め
照合には、利用者に対し、「財産保、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ点検し、その結果を翌月１０日までに施設長に報告する。し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービその規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ結する。果を翌月１０日までに施設長に報告する。を定め翌月１０日まで保に施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産長に報告する。に報告する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び管理責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ６ヵ月毎に、相互に業務執行の状況確認をするもの月毎に、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ相互に業務執行の状況確認をするものに業務執行し、金銭については「個人別出納の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ状況確認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。を定めする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービもの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
とし、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ確認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ結する。果を翌月１０日までに施設長に報告する。を定め施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産長に報告する。に報告する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（管理状況の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ確認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び通知）
第９条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び保管責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者その規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ他の物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保法令で認められた者から、管理ので保認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。められた者から、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
状況等が困難なサービについて開示を求められた場合、法令に基づき関係書類を閲覧させるものとするを定め求められた場合、法令に基づき関係書類を閲覧させるものとするめられた場合には、利用者に対し、「財産保、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ法令で認められた者から、管理のに基づづき関の貸金庫で保係書」を締結する。類を閲覧させるものとするを定め閲覧させるものとするさせる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービもの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービとする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ出納責任者及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び保管責任者は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ３ヵ月毎に、相互に業務執行の状況確認をするもの月毎に、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金残高及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納物品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保を定め、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「個人別
出納台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び「個人別預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納品を預かる場合には、利用者に対し、「財産保台帳」、金銭以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ写しを添付して利用者又は利用者が指定した者しを定め添付する。して利用者又は利用者が指定した者は利用者が困難なサービ指定めした者
に報告する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（財産の管理について、必要な事項を定め保全サービス預り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納管理審査会いのもとに、）
第１０条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金銭の管理等が困難なサービ管理の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ状況の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ監査の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービため、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定め保全サービス預り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納管理審査会いのもとに、を定め施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産
内部に設置する。に設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産置く。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定め保全サービス預り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納管理審査会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ前条２項を定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ報告する。にあたり証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ事前に報告する。内容に基づを定め審査し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ審査
に合には、利用者に対し、「財産保格した場合には報告書に認証文言を付与する。した場合には、利用者に対し、「財産保には報告する。書」を締結する。に認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納文言を付与する。を定め付する。与する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（管理の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ解除）
第１１条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者との規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定め管理委託契約が困難なサービ終了した場合には、利用者の財産のした場合には、利用者に対し、「財産保には、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
保全サービス預り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理に不適当と認める特別の事情がない限り、利用者の預り金等について管理をと認を受け、利用者の預貯金口座に入金する。める日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ特別の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ事情がない限り、利用者の預り金等について管理をが困難なサービな金銭の管理等が困難なサービい限り、利用者の預り金等について管理をり証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金等が困難なサービについて管理を定め
解除し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ契約終了した場合には、利用者の財産の後２週間以内に預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金等が困難なサービを定め返還しな金銭の管理等が困難なサービければな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。な金銭の管理等が困難なサービお、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者が困難なサービ
予め指定した者又は法令により権限のある者を除き、利用者以外の者に対する返還は行め指定めした者又は利用者が指定した者は法令で認められた者から、管理のにより証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納権限り、利用者の預り金等について管理をの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービある日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ者を定め除き、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ者に対し、「財産保する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ返還は行し、金銭については「個人別出納
わな金銭の管理等が困難なサービい。
２　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ前項を定めにより証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者に預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金等が困難なサービを定め返還する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場合には、利用者に対し、「財産保、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ「受領し、「預り証」を利用者に交付する。証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定めに利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ署名捺印を定め
受けな金銭の管理等が困難なサービければな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。前項を定めの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ規定めに基づづき、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者以外の物品については「個人別預り品台帳」に記録し、管理・保管する。の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ者に返還する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場合には、利用者に対し、「財産保も同様とと
する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。
３　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ預かる場合には、利用者に対し、「財産保り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納金等が困難なサービ返還の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ事務を定め終了した場合には、利用者の財産の後、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ直ちに、返還事務の経緯等についてケースちに、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ返還事務の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ経緯等が困難なサービについてケース利用者（以下「利用者」という）が所有する財産の管理について、必要な事項を定め
記録し、管理・保管する。又は利用者が指定した者は相談員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、記録し、管理・保管する。等が困難なサービに記録し、管理・保管する。する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。

（秘密の保持）の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保持）
第１２条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ正な管理のため、下記の責任者を置く。当と認める特別の事情がない限り、利用者の預り金等について管理をな金銭の管理等が困難なサービ理由がなく、業務に関して知りえた利用者等の秘密及び個人が困難なサービな金銭の管理等が困難なサービく、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ業務に関の貸金庫で保して知り証」（以下「預り証」という）を発行し、金銭については「個人別出納えた利用者等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ秘密の保持）及び「入金依頼書」を受領し、「預り証」を利用者に交付する。び個人
情がない限り、利用者の預り金等について管理を報を定め漏らしてはならない。らしてはな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。
（経済的虐待に対する通報）に対し、「財産保する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ通報）
第１３条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ職員は、利用者から入金の依頼があったときは、他の職員の立会いのもとに、ある日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービいは利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ家族等が困難なサービが困難なサービ、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ財産の管理について、必要な事項を定めを定め不当と認める特別の事情がない限り、利用者の預り金等について管理をに処分し、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービあ
る日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービいは利用者から不当と認める特別の事情がない限り、利用者の預り金等について管理をに財産の管理について、必要な事項を定め上の利益を得ていると思われるときは、関係法令等に従いの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利益を得ていると思われるときは、関係法令等に従いを定め得ていると思われるときは、関係法令等に従いている日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービと思われるときは、関係法令等に従いわれる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービときは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ関の貸金庫で保係法令で認められた者から、管理の等が困難なサービに従いい、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ
速やかに市町村等に通報しなければならない。やかに市町村等が困難なサービに通報しな金銭の管理等が困難なサービければな金銭の管理等が困難なサービらな金銭の管理等が困難なサービい。

（本人管理）
第１４条　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ施設において金銭等を管理するよう依頼があったときは、「財産は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ利用者が困難なサービ自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービら金銭の管理等が困難なサービ等が困難なサービの規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ管理を定めする日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ場合には、利用者に対し、「財産保には、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ金庫または金融機関の貸金庫で保等が困難なサービ鍵のかかる保管の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービかかる日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ保管
場所の規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ提供を行う。を定め行し、金銭については「個人別出納う。

附則として週２回とする。毎週月曜日及び木曜日までに依頼を受

この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービは、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ令で認められた者から、管理の和　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ年　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ月　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ　この規程は、自らの手による日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ日から施行し、金銭については「個人別出納する日常の生活に必要な金銭の管理等が困難なサービ。


